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9
月
17
日
、
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で

「
共
同
組
織
拡
大
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
集
会
」を
、

ウ
ィ
ズ・コ
ロ
ナ
時
代
に
相
応
し
い
安
全
な
や
り

方
で
開
催
し
ま
し
た
。
群
馬
県
沼
田
市
か
ら
歯

科
医
師
の
中
澤
佳
一
郎
先
生
に
オ
ン
・
ラ
イ
ン

で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
澤
先
生
は
地
域

の〝
か
か
り
つ
け
歯
科
医
〞と
し
て
活
躍
中
で
す
。

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
師
が
い
る
人
は
長
生
き

を
す
る
」
こ
と
、
利
根
歯
科
診
療
所
に
「
歯
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
だ
け
に
年
に
数
回
定
期

通
院
し
て
い
る
方
が
3,
0
0
0
人
も
い
る
」
こ

と
は
衝
撃
的
で
し
た
。
昨
年
の
拡
大
強
化
月
間

か
ら「
フ
レ
イ
ル（
弱
り
）予
防
」に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
体
の
弱
り
は
口
か

ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
中
澤
先
生
は
口
を

鍛
え
る
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一

つ
は「
あ
い
う
べ
体
操
」で
す
。健
和
会
で
も
会

員
向
け
に
ビ
デ
オ
を
作
り
ま
し
た
が
、
食
事
の

前
に
10
回
や
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
は
吹
き
戻
し
で
す
。
ロ
ン
グ
ピ
ロ
ピ
ロ
や

長
息
生
活
と
い
う
商
品
名
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
吹
く
こ
と
で

腹
筋
が
鍛
え
ら
れ
、口
呼
吸
・
腹
式

呼
吸
・
嚥
下
機
能
が
改
善
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
三
密
を
避
け
よ
う

と
、
外
出
機
会
が
減
り
フ
レ
イ
ル
に

な
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
の
繋
が
り

と
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
が
大
切
で

す
。
知
り
合
い
の
方
に
情
報
誌
「
飯

伊
民
連
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
い
た
だ

く
（
健
康
友
の
会
に
入
会
す
る
）
こ
と
で
、
み

ん
な
で
ゆ
る
く
繋
が
り
な
が
ら
ご
一
緒
に
健
康

長
寿
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　　初のリモート講演会で
「オーラルフレイル」を学ぶ
飯伊民医連運営委員会 委員長 
牛山  雅夫（社会医療法人健和会 理事長）

※「オーラルフレイル」：口腔機能の軽微な低下や食の偏りなどを含み、身体の衰えや虚弱の一つ

2020共同組織
秋の拡大強化月間

群馬と飯田
をつなぐ
群馬と飯田
をつなぐ

※



　

安
曇
野
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
ず
み
の
里
で
、

2
0
1
3
年
、
入
居
者
の
女
性

（
当
時
85
歳
）
が
お
や
つ
の
ド

ー
ナ
ツ
を
食
べ
た
後
に
死
亡
し

た
事
件
で
、
業
務
上
過
失
致
死

罪
に
問
わ
れ
、
東
京
高
等
裁
判

所
で
の
「
逆
転
無
罪
判
決
」
が

確
定
し
た
山
口
け
さ
え
さ
ん
の

裁
判
に
関
す
る
報
告
集
会
が
、

「
特
養
あ
ず
み
の
里
業
務
上
過

失
致
死
事
件
裁
判
で
無
罪
を
勝

ち
取
る
会
」の
主
催
で
9
月
27

日
、
安
曇
野
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
や
介
護
、
福
祉
に
従
事

す
る
参
加
者
2
0
0
名
を
前

に
、
万
雷
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ

挨
拶
に
登
壇
し
た
山
口
け
さ
え

さ
ん
は
「
本
日
は
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て

長
い
間
の
応
援
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
み
な
さ

ま
に
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。
今

回
の
事
例
が
未
来
あ
る
介
護
・

福
祉
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
信
じ
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

15
名
の
常
任

弁
護
団
団
長
と

し
て
活
躍
さ
れ

て
き
た
木
嶋
日

出
夫
弁
護
士
は
、
６
年
半
の
長

き
に
渡
る
裁
判
の
経
緯
を
ふ
り

返
り
、「
一
審
の
有
罪
判
決
を

逆
転
し
て
無
罪
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
日
本
の
高

等
裁
判
所
の
判
決
状
況
が
あ
る

中
、
な
ん
と
い
っ
て
も
裁
判
を

闘
い
抜
い
て
き
た
山
口
さ
ん
の

頑
張
り
、
そ
し
て
全
国
の
支
援

者
に
よ
る
ご
支
援
、
さ
ら
に
弁

護
団
の
頑
張
り
、
こ
の
み
ん
な

の
力
に
よ
っ
て
画
期
的
な
素
晴

ら
し
い
判
決
と
結
果
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
ご
支
援
に
心
か
ら
御

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
。
さ
ら
に
「
介
護
現
場
に
広

が
っ
て
い
た“

萎
縮”

を
完
全

に
払
拭
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

判
決
結
果
と
な
っ
た
。
捜
査
当

局（
検
察
）に
縛
り
を
か
け
た
意

義
も
大
き
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
「
あ
ず
み
の
里
」
裁
判
常
任

弁
護
団
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
小

口
克
己
弁
護
士
が
、
弁
護
団
と

し
て
闘
っ
て
い
る
「
乳

腺
外
科
医
え
ん
罪
事

件
」
で
の
「
東
京
高
裁

逆
転
有
罪
判
決
の
ひ
ど

さ
」
を
解
説
、「
最
高

裁
で
の
逆
転
無
罪
判

決
」
勝
利
に
向
け
て

切
々
と
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
本
国
民
救
援
会

事
務
局
か
ら
、
え
ん
罪
と
な
っ

て
闘
わ
れ
て
い
る
裁
判
事
件
が

全
国
に
ま
だ
23
件
も
あ
り
、
み

な
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
い
た

だ
き
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

飯
伊
地
域
連
絡
会 

事
務
局
次
長

水
野 

耕
介

　

９
月
８
日
の
夕
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
『
イ
ブ
ニ
ン
グ
信
州
』

の
特
番
に
健
和
会
医
療
介
護
総

合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：
イ
カ
セ

ン
）
が
登
場
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
介
護
現
場
の
負
担
や
経

営
的
打
撃
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

吉
川
一
実
介
護
事
業
部
長
は

番
組
の
中
で
、「
経
営
に
対
す

る
影
響
は
利
用
控
え
に
よ
る
収

入
減
と
感
染
防
護
具
の
高
騰
に

よ
る
費
用
増
が
あ
っ
た
」
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。
多
数
の
メ
デ

ィ
ア
で
飯
伊
民
医
連
の
改
善
要

求
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
国
の
介
護
報
酬
「
引
き
上
げ

特
例
」
制
度
（
本
誌
は
前
号
）

に
つ
い
て
は
、「
利
用
者
の
負

担
増
に
つ
な
が
る
問
題

あ
る
制
度
だ
」
と
指
摘
。

「
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

経
済
的
に
大
変
な
の
は

利
用
者
や
そ
の
家
族
も

同
じ
だ
」
と
批
判
し
ま

し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
員

も
「
利
用
者
の
負
担
で

経
営
損
失
の
穴
埋
め
を

す
る
も
の
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、「
引
き
上
げ
特
例
」

問
題
を
受
け
て
、
飯
田
市
が
特

別
に
創
設
し
た
補
助
金
や
健
和

会
「
か
な
え
の
里
」
の
入
居
者

の
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。　

　
飯
伊
地
域
連
絡
会 

事
務
局
長 

織
野 

孝
司

↑木嶋弁護士

←小口弁護士

／／／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
健
和
会
の
イ
カ
セ
ン
登
場
！
／／／

吉川部長、コロナ対応で
介護現場の実態や
おもいを語る

山
口
さ
ん
、

　
支
援
者
に
感
謝

山
口
さ
ん
、

　
支
援
者
に
感
謝

2

「あずみの里」裁判逆転無罪判決報告会・乳腺外科医えん罪事件支援集会
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月
17

日
、
鼎
文

化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー

ル
で
開
催

さ
れ
た
「
共
同
組
織
秋
の
拡
大
強

化
月
間
ス
タ
ー
ト
集
会
・
史
上
初

の
リ
モ
ー
ト
講
演
」
に
職
員
・
友

の
会
員
75
名
が
参
加
。
月
間
重
点

課
題
は
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予

防
」
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
こ
で
、

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
専
門
家

の
中
澤
桂
一
郎
所
長
（
群
馬
県
利

根
医
療
生
協 

利
根
歯
科
診
療
所 

歯
科
医
師
）に
急
遽
講
演
を
要
請
。

熱
意
溢
れ
る
中
澤
先
生
の
お
話
で

は
、
80
歳
で
残
っ
て
い
る
歯
の
数

が
多
い
人
ほ
ど
一
ヶ
月
の
医
療
費

が
少
な
い
こ
と
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
が
い
る
人
の
生
存
率
は
い
な

い
人
に
比
べ
て
高
い
な
ど
、「
口

の
健
康
は
命
の
質
を
豊
か
に
す

る
」
多
く
の
裏
付
け
と
、
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
予
防
が
今
必
要
な
科

学
的
理
由
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
澤
先
生
の

日
常
診
療
と
旺
盛
な
健
康
予
防
活

動
の
実
体
験
・
教
訓
か
ら
「
あ
い

う
べ
体
操
」や「
ロ
ン
グ
ピ
ロ
ピ
ロ
」

な
ど
の
高
い
効
果
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
後
、
女
性
職
員
か
ら

「
小
顔
矯
正
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効

く
ロ
ン
グ
ピ
ロ
ピ
ロ
あ
る
？
」
と

多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら

れ
、
一
気
に
販
売
数
も
増
加
。
こ

れ
を
機
会
に
、
健
康
友
の
会
の
班

会
で
も「
あ
い
う
べ
体
操
」や「
ロ

ン
グ
ピ
ロ
ピ
ロ
」
の
日
常
生
活
で

の
習
慣
化

が
さ
ら
に

広
が
る
よ

う
取
り
組

み
た
く
思

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り

文
化
祭
の

催
事
等
が
中
止
に
な
る
な
ど
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
本
格

的
な
月
間
の
取
り
組
み
は
す
で
に

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
支

部
で
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
活
動

を
地
域
で
大
き
く
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
会
員
・
職
員
の
み

な
さ
ん
、
一
緒
に
な
っ
て
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

6
月
25
日
、
初
判
決
が
名
古

屋
地
裁
で
言
い
渡
さ
れ
、
残
念

な
が
ら
原
告
請
求
は
棄
却
。
判

決
は
、
裁
判
資
料
と
し
て
私
た

ち
長
野
県
民
医
連
が
大
学
の
有

識
者
等
に
も
協
力
を
得
な
が
ら

行
っ
た
「
生
活
保
護
受
給
者
生

活
実
態
調
査
」
を
、「（
こ
の
調

査
は
）
引
下
げ
撤
回
を
求
め
る

目
的
で
行
っ
た
も
の
で
、
客
観

性
、
公
平
性
、
中
立
性
に
疑
問
」

と
指
摘
。
さ
ら
に
、「
３
回
の

食
事
が
と
れ
て
い
る
人
が
66
％

い
て
、
必
ず
し
も
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
下

回
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
者

が
一
定
割
合
存
在
す
る
」
と
、

ま
と
も
に
食
事
が
と
れ
な
い
方

が
４
割
弱
い
る
事
実
を
無
視
す

る
な
ど
、
全
体
と
し
て
き
わ
め

て
不
当
な
も
の
で
し
た
。

　

闘
い
は
続
き
ま
す
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
「
生
存
権
」
が

今
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
裁
判

な
の
だ
と
認
識
し
、
多
く
の
方

に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。

 

「いのちのとりで裁判」
生活保護基準引き下げ違憲訴訟

長野県庁で記者会見に臨む

　
安
倍
内
閣
は
、
2
0
1
3
年
か
ら
3
回
に
分
け
て
「
生
活
扶
助
基
準
を
平
均
6.5
％
、
最
大

10
％
の
引
き
下
げ
を
断
行
」。「
こ
れ
で
は
生
き
て
行
け
な
い
」
と
、
全
国
で
1,
0
2
5
人

の
受
給
者
が
原
告
と
な
り
、憲
法
25
条
・
生
活
保
護
法
8
条
違
反
を
問
う
て
い
る
訴
訟
が「
い

の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
で
す
。

“命の質”
　を豊かに！

お口の健康でくち

健和会病院 組織課長
下島 隆宏

　９月17日、松尾公民館に33人の会員が集ま
り、松尾支部の結成総会を開催。結成記念医
療講演会では、健和会病院感染管理認定看護
師の関島香さんから、「新型コロナ感染症にか
からない～日常に取り入れる感染対策～」と
題して、「誰もがみんな感染する可能性があり、
受け入れることが大事だとみんなが思えるよ
うになると、感染者への差別も生まれない」
とお話いただきました。
　支部結成総会では、支部の「つながりあい」、
「安心して住み続けられる地域づくり」をすす
める取り組みが友の会と地域を元気にすること
を確認。提案された支部構成役員氏名を参加者
の拍手で確認し、松尾支部が誕生しました。参
加者から様々な声と、ゴミ袋やおむつ補助など
市政への要望も具体的に寄せられ、松尾支部と
して、これからみんなで活動計画を立てて活動
に取り組んでいきます。
　伊那谷健康友の会 松尾支部長　小田 俊朗

健
和
会
病
院 
相
談
室
長 　
星
野
由
美
子

photo

盛大に念願の

 松尾支部結成総会開かれる
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ま
た
、
介
護

職
員
の
協
力
の

下
、し
て
い
る
・

で
き
る
動
作
を

活
か
し
た
「
生

活
リ
ハ
ビ
リ
」

を
行
っ
て
い
ま

す
。
短
期
入
所

に
お
い
て
は
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計

画
や
実
際
の
在

宅
生
活
で
の
情

報
を
基
に
、「
現

在
持
っ
て
い
る

能
力
・
機
能
を
評
価
し
、
在
宅
生

活
継
続
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
定
期
的

な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
加
え
、
担

当
者
会
議
に
も
積
極
的
に
参
加
、

ご
利
用
時
に
生
活
状
況
を
お
聞
き

す
る
こ
と
で
、「
利
用
者
の
生
活

を
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
た
こ
と

を
リ
ハ
ビ
リ
に
活
か
せ
る
よ
う
」

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

地
域
で
の
自
立
支
援
・
在
宅
支
援

の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
リ
ハ
ビ
リ

チ
ー
ム
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か

考
え
・
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

は
や
し
の
杜
リ
ハ
ビ
リ
科
職
員

は
、
理
学
療
法
士
２
名
・
作
業
療

法
士
２
名
の
計
４
名
で
、
主
に
老

人
保
健
施
設
で
の
入
所
・
短
期
入

所
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
「
個
別
リ
ハ
ビ
リ
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

入
所
に
関
し
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

毎
に
担
当
を
配
置
し
、「
利
用
者

１
人
１
人
の
日
常
生
活
を
確
認
・

評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
」

他
、
日
々
の
生
活
に
お

け
る
「
A
D
L
・
I
A
D
L

動
作
に
関
す
る
相
談
」

も
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
介

入
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

老健はやしの杜 リハビリ科長　北林 さゆり
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サービス毎の利用者の生活を見て聞き、評価・相談し、リハビリ・訓練に活かす

介護老人保健施設はやしの杜リハビリ科

　９月下旬、かやの木デイケア利用者さん、職員とで天竜
峡大橋（そらさんぽ天竜峡）へ行ってきました。
　かやの木デイケアでは、以前より春はお花見、秋は紅葉
狩り、また地元の人のみが知っている穴場スポット見学へと、
リハビリを兼ね利用者さんをご案内しました。今年は新型
コロナ感染症対策から外出は行ってきていませんでしたが、
今回久々に足を運んでみました。
　昨年天竜峡大橋が完成し、ある利用者さんの「そらさん
ぽを歩いてみたい」との具体的な目標と希望が掲げられ、
そのためには「日々のリハビリを頑張って是非現地に行きま
しょう！」とお話させていただいた経過もありました。
　訪れた日は晴天にも恵まれて絶好の見学日和。ほぼ足取
り変わらず歩けた方、歩行器でゆっくり進まれる方、途中
から車イスに移る方など様々ではありましたが、全員折り
返し地点の橋中央部まで到着できました。「ここまで歩ける
と思わなかった！」と、ご自分でも驚かれる方。「ここに来
てこの景色を見られるなんて…」「こんな体験ができてうれ
しかった。また一句作りたい」と、俳句を嗜んでいる利用
者さんからの言葉もありました。
　この日のできごとが、みなさんのこれからの日々のリ
ハビリや生活の励みになっていただければと思いました。

　
学
問
研
究
に
関
す
る
国
の
機
関

で
、
実
績
あ
る
研
究
者
で
会
員
構

成
さ
れ
て
い
る
日
本
学
術
会
議
が
、

新
会
員
に
推
薦
し
た
候
補
1
0
5

名
の
う
ち
６
名
を
菅
首
相
が
任
命

し
な
か
っ
た
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
命
拒
否

さ
れ
た
６
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
政
府

の
方
針
に
異
を
唱
え
た
経
緯
が
あ

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
学
術
会
議
法
で
は
、「
日
本
学

術
会
議
は
独
立
し
て
職
務
を
行

う
」、
ま
た
、「
日
本
学
術
会
議
は
、

政
府
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
あ
り
ま
す
。「
独
立
し
て
」
と
は
、

日
本
学
術
会
議
は
内
閣
総
理
大
臣

の
指
揮
監
督
を
受
け
る
組
織
で
は

な
く
、
そ
の
使
命
は
政
府
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
り
、

自
ず
と
政
府
の
意
向
と
は
無
関
係

に
、
学
問
上
の
成
果
に
基
づ
い
た

見
地
で
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
勧
告
す
る
上

で
は
、
な
お
さ
ら
政
府
の
方
針
や

政
策
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
、
何
の
理
由
の
説
明
も
な

く
特
定
の
６
名
の
学
者
が
排
除
さ

れ
た
こ
と
は
、
正
当
な
根
拠
な
く

個
人
が
標
的
に
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
政
権
の
意
向
に
沿
わ

な
い
自
由
な
発
言
を
抑
圧
す
る
も

の
で
す
。
人
事
介
入
で
、
法
解
釈

の
変
更
や
正
当
な
手
続
き
を
踏
み

に
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
が

標
的
に
さ
れ
、
学
問
お
よ
び
言
論

の
自
由
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
ま
さ

に
大
問
題
で
す
。
こ
の
事
案
を
容

認
す
れ
ば
、
私
た
ち
国
民
の
誰
も

が
次
の
新
た
な
標
的
に
な
り
う
る

の
で
す
。

首
相
に
よ
る

日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
は

何
が
問
題
な
の
か

健
和
会
だ
よ
り
編
集
委
員

（
社
会
医
療
法
人
健
和
会
理
事
、ゆ
い
の
会
幹
事
）

藤
瀬
　鉄

かやの木診療所
　　　日誌
10

かやの木診療所　介護福祉士　宮嶋　佐織

ある晴れた日に…ある晴れた日に…



　9月16日、一組のカッ
プルが入籍。新郎は、
坂内秀行さん（40歳）。
2011年にクモ膜下出
血で倒れ、四肢麻痺、
意識障害、重度嚥下障害を負いま
した。当時から支え続けていたの
が、お母さんと新婦の織子さん。
重度障害に苦しむ彼を救える治療
を求め続け、いつも彼に寄り添っ
てきた10年でした。週２回のリハビ
リに通う坂内さんの隣にはいつも
笑顔のお母さんと織子さんがいて、
関わるスタッフにも自然と笑みがこ
ぼれます。
　重度の障害があってもできること

が増えるようにと、昨年夏、主治
医の福村医師（健和会総合リハビ
リテーションセンター長）と医療ス
タッフがチームを組み、倉敷市ま
で１泊２日の旅を実現。クモ膜下出

血発症後初めての外
泊となり、少しずつ
できることが増え、
坂内さんとご家族に
も自信と希望が生ま
れました。今では、

意識改善や左手指の回復が進んだ
ことで、元々得意だったイラストを
描けるまでに。意思表示ができる
ようになった坂内さん。「プロポー
ズは、文字盤を使って“けっこんし
よう” でした」と、織子さんが満
面の笑顔で教えてくれました。坂
内さんとご家族から“諦めない気持
ちは無限の可能性がある” と学び
ました。健和会病院 診療秘書室長

大槻 友里

5 飯伊民医連だより
2020年 11月

　

今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

流
行
で
生
活
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し

た
ね
。
ド
ッ
ク
・
健
診
に
み
え
る
方
、
今
年
は

体
重
が
増
え
て
い
る
方
が
多
い
な
ぁ
と
感
じ
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
家
に
い
る
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
が
増
え
て
い
る
、
外
出
を
控
え
て
家
に

い
る
と
動
か
な
い
、
ジ
ム
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
に

行
け
な
く
な
っ
た
、
家
に
い
る
こ
と
が
増
え
食

事
量
が
増
え
た
、
晩
酌
す
る
こ
と
が
増
え
た
、

家
だ
と
つ
い
つ
い
お
菓
子
を
つ
ま
ん
で
し
ま
う

…

、
と
い
っ
た
話
を
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？

　

体
重
が
１
㎏
増
え
る
と
い
う
こ
と
は

7,
0
0
0
kcal
余
分
に
摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
1
4
0
kcal
の
（
ご
は
ん
に

す
る
と
83
ｇ
分
）も
の
、ビ
ー
ル
3
5
0ml（
１
缶
）

と
か
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
５
片
を
、
20
日
間
食
べ

た
ら
体
重
が
１
㎏
増
え
る
計
算
で
す
。
逆
に
言

う
と
、
1
4
0
kcal
/
日
ず
つ
減
ら
し
た
ら
20
日

で
１
㎏
減
る
計
算
で
す
。
1
4
0
kcal
を
運
動
で

消
費
し
よ
う
と
す
る
と
、歩
行
な
ら
51
分
、ジ
ョ

ギ
ン
グ
で
も
22
分
も
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
と
つ
き
あ
い
な
が
ら
の

生
活
が
長
く
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
体
重
増

加
の
状
況
も
続
く
こ
と
を
予
測
す
る
と
、
コ
ロ

ナ
終
息
後
に
生
活
習
慣
病
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
と
い
っ
た
ツ
ケ
が
一
気
に
回
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
体
重
が
減
り
に
く
い

冬
の
季
節
を
迎
え
ま
す
（
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正

月
も
や
っ
て
き
ま
す
）。
病
気
で
倒
れ
な
い
た

め
に
も
、
今
こ
そ
ふ
だ
ん
の
食
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
ず
は
、
毎
日
体
重
測
定
を
す
る
と
こ
ろ
か

ら
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

四肢麻痺の青年
思いを込めた

手軽
に簡単ら らく くら らく く

27

佐々木 朱美
健和会病院　
健康管理課管理栄養士
飯田下伊那地域
糖尿病療養指導士

　11月14日（土）
は「世界糖尿病デー」
です。厚生労働省の
統計では、糖尿病、
糖尿病予備軍含めて
約1,000万人、総人
口の約15％を占め
ています。糖尿病は
血液中のブドウ糖濃
度が高くなりすぎる病気です。予防す
るには「生活習慣（特に食生活）」の改
善が何より大切です。
　バランス良く自分に必要な量を食べ
る、一日３食、野菜を先に食べる、ゆっ
くりよく噛んで食べる、夜中や寝る前
に食べないなど、食事や運動習慣を見
直し、日常生活の中で糖尿病を予防し
ましょう。
食物繊維やビタミンＣが多く含まれる
旬のさつまいもを使ったあたたかい
スープのレシピです。

さつまいもときのこの
豆乳みそスープ

エネルギー量（1人分）175kcal
蛋白質　5.6ｇ　　塩分　0.8ｇ

材料
4人分

作り方

●さつまいも　中1本（約300ｇ）
●たまねぎ　1/2個（100ｇ）
●しめじ　1株（100ｇ）
●エリンギ　2本（80ｇ）
●みそ　大さじ3
●豆乳　300ml

①　さつまいもはよ
く洗い、皮つきのま
ま一口大の角切りに
して水にさらす
②　玉ねぎは1㎝
幅のくし形切り、エ
リンギは一口大に切
り、しめじは石づきを取ってほぐす。
③　鍋に水300ml とだしを入れ、沸騰したら
さつまいもとたまねぎを加えて弱火で煮る。
さつまいもがやわらかくなったら、しめじ、エ
リンギを加えてみそを溶き入れる。
④　豆乳を加えて、ひと煮立ちさせたら火を止
める。

レシピ

野上　絵美
健康管理課保健師

保 健 師 の つ ぶ や き

コ
ロ
ナ
太
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？



　

土
曜
日
の
昼
前
、
楽
し
そ
う
な

笑
い
声
と
歌
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
前
の
女
学
校
の
様
で

す
。
実
は
こ
こ
障
害
者
支
援
施
設

「
七
和
の
里
」
の
一
角
。
リ
ン
ゴ

狩
り
案
内
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
お

客
さ
ん
は
ニ
ッ
コ
リ
何
で
す
か
と

尋
ね
ま
す
。「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

な
ん
で
す
」、「
え
っ
、
ア
ッ
プ
ル

じ
ゃ
な
い
の
？
」・
・
・
。
介
護
相

談
や
認
知
症
の
対
応
と
予
防
、
個

食
解
消
の
た
め
、
会
員
が
月
２
回

運
営
し
て
い
ま
す
。
住
民
に
も
色

ん
な
形
で
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
計
画
中
で
す
。
こ
の
場
所
で
9

月
25
日
に
は
「
ゆ
い
の
会
」
と
し

て
初
め
て
と
な
る
独
自
の
ス
タ
ー

ト
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
本
宣
治
と
民
医
連
の
関
係
、

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判
で
の
共
同

組
織
の
役
割
、
N
P
O
法
人
「
み

ん
の
手
」
が
健
和
会
病
院
運
営
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
飯
伊

民
医
連
織
野
事
務
局
長
か
ら
聞
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
次

世
代
に
つ
な
げ
る
に
は
若
い
職
員

や
住
民
と
の
価
値
観
の
共
有
が
大

切
」「
組
織
運
営
や
財
政
の
課
題

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
等

の
意
見
が
出
ま
し
た
。
ま
ず
は
職

員
加
入
を
1
0
0
％
に
。そ
し
て
、

『
い
つ
で
も
元
気
』
の
普
及
方
法

を
考
え
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　

歩
幅
は
小
さ
く
て
も
力
強
く
自

分
た
ち
で
一
歩
踏
み
出
そ
う
！
コ

ロ
ナ
が
治
ま
っ
た
ら
・
・
・
、
そ

う
だ
！
山
宣
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ

る
上
田
に
み
ん
な
で
行
こ
う
！　

「
ゆ
い
の
会
」
会
長
　
飯
島
　昇
示

　8月27日、林の杜は、①豊丘村と
の福祉避難所の協定締結に向け
て、②コロナ禍の中、感染対策や
利用抑制で経営に苦しむ事業者へ
利用者負担なしで支援策を、の二
点で懇談。福祉避難所の協定締結
は、以前から協議していましたが、
村から「9月議会で防災倉庫を林
の杜敷地内へ設置提案する予定、
設置場所や保管物資の検討で協力
を」との提案があり、法人も協力
を約束。コロナ禍で経営に苦しむ
事業者支援では、飯田市での「通所
系サービス事業者等感染拡大防止
対策支援事業」を全額補助金で行
う取り組みを紹介し、豊丘村での
取り組みを要請。さらに、集中豪
雨時における施設周辺の雨水対策
などでも法人より要請しました。今
後も引き続き村との懇談を深めて
いく予定です。（豊丘村：産業建設
課長、健康福祉課長、林の杜：理
事長、「杜の会」会長、老健事務長）

介護老人保健施設はやしの杜
事務長 　熊谷 幸一

　

９
月
19
日
で
違
憲
の「
戦
争
法
」

が
強
行
成
立
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
丸

５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
５
年
前
、

私
た
ち
は
成
立
阻
止
を
訴
え
て

様
々
な
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た

が
、
安
倍
政
治
を
そ
の
ま
ま
引
き

継
ぐ
菅
新
政
権
に
な
っ
た
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
改
め
て
廃
止
を
求

め
る
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

健
和
会
病
院
で
は
、
２３
〜
２５
日

の
３
日
間
、
病
院
前
で
職
員
が
横

断
幕
や
パ
ネ
ル
を
掲
げ
な
が
ら
戦

争
法
廃
止
や
憲
法
改
正
反
対
な
ど

を
訴
え
ま
し
た
。
行
動
に
参
加
し

た
２
年
目
事
務
職
員
の
松
井
俊
さ

ん
は
、「
戦
争
法
反
対
の
気
持
ち

の
み
で
参
加
し
た
。
政
権
が
変
わ

っ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事
だ

と
思
っ
た
」
と
胸
の
内
を
語
り
ま

し
た
。

　

行
動
は
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
が

全
国
に
呼
び
か
け
た
「
憲
法
い
か

し
て
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

れ
！
全
国
統
一
週
間
」
に
連
帯
し

た
も
の
。
病
院
の
ほ
か
、
か
や
の

木
診
療
所
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ハ

ー
ト
ヒ
ル
川
路
な
ど
、
飯
伊
民
医

連
内
事
業
所
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

飯
伊
地
域
連
絡
会 

事
務
局
長 

織
野
孝
司

6

はじめの一歩はじめの一歩

初
の
独
自
開
催

共
同
組
織
拡
大
強
化
月
間

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
集
会

ゆいの会ゆいの会

安倍政治最大の負の遺産
「戦争法（安保法制）」強行成立から５年

　廃止を求めて
スタンディングアピール行動

　廃止を求めて
スタンディングアピール行動

林の杜、豊丘村と懇談
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法
人
と
共
同
組
織
が
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、
こ

の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
使

用
し
て
い
き
た
い
か
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
き
て
、

「
み
ん
な
で
気
楽
に
集
ま

れ
る
場
所
が
ほ
し
い
」
と

い
う
思
い
を
形
に
し
て
、

法
人
や
共
同
組
織
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
多
く
の
み

な
さ
ん
に
も
気
軽
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
場
所
の

提
供
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
や
共
同
組
織
の
ス
タ

ー
ト
集
会
、
職
員
の
研
修

会
場
な
ど
に
利
用
さ
れ
、

有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
集
い
の

場
と
し
て
、
広
く
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路

　
　
　
事
務
長
　
牧
内
　
真

「
み
ん
な
の
思
い
が
形
に
」

ゆ
い
の
里

社
会
福
祉
法
人

旧配食センターが
リニューアルされました。

11月12月の予定
●竜丘支部　秋のフレイルチェック（健康チェック）
　11月12日（木）13：30　竜丘ふれあいセンター
バランスボール、筋力アップ教室にお出かけください！
●鼎支部　鼎文化センター
　毎週水曜日　10：00～ 11：00　
●山本支部　東平防災センター
　11月26日(木)・12月24日(木)　10：00～ 11：00
●高森支部　高森公民館
　11月21日(土)・12月19日(土)　10：00～ 11：00
●かやの木筋力アップ体操　かやの木診療所　
　11月11日(水）・12月 9 日(水）  17：30～ 18：30
※どの会場もどなたでも参加できます　

各地の文化祭でフレイルチェック(健康チェック)を行います
●松尾水城区文化祭　水城区コミュニティーセンター
　11月15日(日)　9：30～ 10：30
※新型コロナウィルス感染拡大の状況により
　延期または中止をさせていただく場合があります。

伊那谷健康友の会

改定

代表
☎23-3115

①65歳未満：4,500 円
（※健康友の会補助で－1,000 円⇒3,500 円に）
②65歳以上：2,000 円※町村により額の変動あり
（※健康友の会補助で－500 円⇒1,500 円に）
　　※接種には予約手続きが必要です。　
　　　健和会病院までお問い合わせください。

インフルエンザ予防接種料金をご確認ください！

に
よ
り
、①
腎
臓
の
病
気
の

原
因
、
重
症
度
が
わ
か
り
、

②
病
気
の
見
通
し
を
予
測
す

る
（
腎
臓
病
の
予
後
や
治
療

に
対
す
る
反
応
性
）
こ
と
が

で
き
、③
最
適
な
治
療
法
を

提
案
で
き
ま
す
。

　

腎
生
検
の
適
応
と
し
て

は
、
尿
蛋
白
と
尿
潜
血
の
両

方
が
持
続
す
る
も
の
、
尿
蛋

白
が
多
量
に
出
て
い
る
も
の

（
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
な
ど
）、

原
因
不
明
の
急
性
腎
障
害
な

ど
で
す
。
た
だ
し
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
な
ど
長
年
治
療
さ

れ
て
き
て
い
る
方
の
慢
性
腎

不
全
や
、
尿
蛋
白
単
独
の
も

の
は
、
腎
生
検
の
メ
リ
ッ
ト

が
少
な
い
た
め
適
応
と
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

癌
と
同
様
、
腎
臓
病
も
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
予
後

を
良
く
し
ま
す
。
腎
臓
病
診

療
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て

腎
生
検
を
ご
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
定

期
通
院
中
の
方
は
主
治
医
へ

腎
生
検
適
応
を
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
検
診
で
尿
蛋
白
や
潜

血
が
持
続
し
て
い
る
方
も
放

置
せ
ず
一
度
は
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

検
診
や
定
期
通
院
中
に
腎

機
能
が
悪
い
、
尿
蛋
白
や
尿

潜
血
が
出
て
い
る
な
ど
指
摘

さ
れ
る
と
、「
腎
不
全
↓
透

析
」
と
不
安
に
な
る
方
は
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
腎

臓
内
科
で
は
腎
機
能
障
害
や

尿
蛋
白
尿
潜
血
の
原
因
の
特

定
や
、
進
行
の
抑
制
を
い
か

に
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
し
て

い
ま
す
。
腎
臓
が
悪
く
な
る

原
因
は
様
々
で
、血
液
検
査
・

尿
検
査
・
画
像
検
査
で
は
診

断
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
。
健
和
会
病
院
で
は
、
病

理
科
に
ご
協
力
い
た
だ
き
８

月
よ
り
２
泊
３
日
の
腎
生
検

を
開
始
し
ま
し
た
。
腎
生
検

と
は
腎
疾
患
診
断
の
た
め
の

『
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』

の
検
査

で
、
日

本
で
年

間
２
万

件
以
上

行
わ
れ

て
い
ま

す
。
腎
臓
の
一
部
の
組
織
を

ボ
ー
ル
ペ
ン
の
芯
ほ
ど
の
針

で
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
観
察

し
、
腎
臓
病
の
診
断
を
正
確

に
行
う
も
の
で
す
。
腎
生
検

健和会病院 腎臓内科 原　悠太 腎 生検

3.11を忘れない！
映画
『原発夫婦』
上映会

○開催日：11月 29日（日）
13：30～（開場：13：00～）
○会場：鼎文化センターホール
○協力金：1,000円（学生：無料）
※当日受付のみ（先着299名）

三重・芦浜原発計画を「白紙」
にさせた建設反対運動、「海を
守った夫婦の闘い」を描いた
ドキュメンタリー映画です。

脱原発･自然エネルギーへの転換を求める飯伊地域連絡会　事務局　近藤　健
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　ヨコのカギ

1　団体などで大事な仕事やみんなの世話を
　　まかされた人。風紀□□□会。
4　物の温度を高くするはたらき。額で□□を計る。
5　体系。秩序・系統だった組織・制度。入会□□□□。
7　出血を止めること。
9　自分より地位・階級・年齢などが下であること。

　タテのカギ

2　英語で「はい、その通り」という意味の言葉。肯定。
3　植物が出す、あまいしる。蜂□□。
4　眠くて眠くてしかたない気持ち。□□□が襲ってくる。
5　眼球の白い部分。□□□を剝く。
6　ある人の下にあって、命令・指図されるままに働く人。
　　親分と□□□。
8　してはいけない悪いこと。□□と罰。

■
9
月
号
の
解
答
│
キ
リ
フ
キ

■
9
月
号
の
当
選
者
│
た
く
さ
ん
の
方
に
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
方
々
に
図
書
券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　
コ
ス
モ
ス
／
末
広
／
沢
柳
由
美
子
／
柴
原
葉
津
子

読
　
者
　
の
　
声

飯伊民医連
ク　ロ　ス　ワ　ー　ド パ ズ ル

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判
の
無
罪

が
確
定
し
て
よ
か
っ
た
で
す

　

な
ぜ
起
訴
と
な
る
の
か
と
思

っ
た
の
と
、
現
場
の
職
員
の

方
々
に
不
安
を
持
た
せ
る
影
響

の
大
き
さ
を
考
え
る
と
ど
う
し

て
か
な
っ
て
思
っ
て
い
た
の

で
、
判
決
文
を
読
ん
で
安
堵
し

ま
し
た
。　
　
　
（
オ
リ
ズ
ル
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

「
民
医
連
だ
よ
り
」
９
月

号
を
拝
見
し
ま
し
た

　

何
よ
り
活
字
が
読
み
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
カ
ラ

フ
ル
で
目
に
も
楽
し
い
、

ひ
と
つ
一
つ
の
記
事
が
活

き
活
き
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
表
紙
の

「
飯
伊
民
医
連
だ
よ
り
」

の
文
字
も
わ
か
り
易
く
、

す
っ
き
り
し
て
い
て
良
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
役
立
つ
情
報
を
た
く
さ

ん
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
夏
雲
）

「
発
熱
者
・
有
症
者
外
来
」
の

設
置

　

大
変
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
受

診
で
き
る
病
院
で
あ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。　
　
（
残
照
）

塚
原
優
子
さ
ん
の
「
虫
嫌
い
の

克
服
」
を
読
ん
で

　

我
が
家
の
孫
の
中
に
も
虫
を

見
て
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
大
騒
ぎ

を
す
る
中
学
１
年
生
の
男
の
子

が
い
ま
す
。
こ
の
頃
で
は
蜘
蛛

が
い
た
る
と
こ
ろ
で
網
を
か
け

る
季
節
な
の
で
「
ク
モ
だ
！
」

と
大
声
を
は
り
あ
げ
た
り
、
電

気
の
灯
り
に
網
戸
に
来
る
「
ガ
」

を
見
て
「
ヒ
ャ
ー
ヒ
ャ
ー
」。

た
く
ま
し
い
子
に
な
っ
て
ほ

し
い
な
あ
。

　
　
　（
が
ん
ば
る
ぞ
ー
さ
ん
）

「
あ
い
う
べ
体
操
」
を
続
け
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す

　

私
は
朝
起
き
る
と
い
つ
も
喉

が
痛
い
の
で
、
き
っ
と
口
を
開

い
て
寝
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
花
粉
症
も
あ
り
ま
す
し
、

早
速
「
あ
い
う
べ
体

操
」
を
続
け
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。
効

果
が
あ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

　
　（
ア
メ
ジ
ス
ト
）

毎
日
主
夫
を
し
て
い

る
の
で
　　

　

身
近
な
野
菜
を
使

っ
た
ら
く
ら
く
レ
シ

ピ
は
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
す
。
家
族
の

健
康
を
考
え
食
事
作

り
に
励
ん
で
い
ま

す
。　
　
（
す
い
か
）

読書の秋 nozomi

飯伊民医連共同組織現勢：総数13,378名、10,371世帯 /健康友の会：10,993名 /ゆいの会：1,553名 /ひだまり：206/ 杜の会：2,291（10/1現在）　




